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論 文 内 容 の 要 旨
第1編 認知の体制化をめ ぐって
第1章 感覚 ・知覚および認知の概念 と認知的接近法
心理学の研究においては、研究対象およびその接近法が最も基本的な問題であるが、本論の主題
は 「認知の体制化」であるので、まず第1編 においては、 この認知の概念を採用するに至 った心理
学史上の背景および認知的研究の接近法(ア プローチ)の両者にっいて考察を加えた。
第2章 認 知的研究 におけ る初期 の課題
認 知心 理学 のパ ラダイムは心 理学 の様 々な研究領域 に浸透 して い ったが、特 に1960年代 に話題 を
提供 したの は、Sperling,G.(1960)の視感覚貯蔵(lconicstorage)に関す る研究 とパ ター ン認識
の問題 であ ると思 われ る。
パ ター ン認 知の中で も、視覚 パ ターンと しての単語 が瞬間視 にお ける単語 の認知の容易 さ ・速 さ
の問題 と して特 に話題 にな った。そ こで研究対象 にな ったのは、単語 の把持範囲 ・単語 の全体 的パ
ター ン ・書字 パ ターン ・音 韻パ ター ンで あり、 このよ うな要因 が単語 の認知 にどのよ うに関 わ って
い るかが問題 とな ってい る。
この ような図形 ・文字 ・単語 のパ ター ン認 知を説明す る概念 としては、図形の統合化 ・断片理論 ・
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近 く防衛 ・Suceptionなどが あげ られ る。
第3章 認知心理学の登場と知覚理論
1)認知心理学の歴史的背景
Bartlett,F.C.のシェマの概念 ・Miller,G.A,の記憶同時処理量 ・サーモスタットや フィー ド
バ ックの概念 ・人間工学におけるマン・マシンシステム、信号検出論などの理論が、心理学者 に
"情報の流れ"と いう意識や人間を情報処理者とみる観点を提供 した。
他方,心 理学外でこのような傾向に決定的影響を与えたのは、Shannon.C.のコミュニケーショ









本論においては、上に述べた理由によって、我々の感覚 ・知覚の過程には判断 ・推理 ・記憶など








が認識されることが明かにされた(デ ータ駆動型処理)。しか しこのような情報 が何であるかを最
終的に判断する知識や期待が関与する過程が、同時に必要とされる。
4章以下の実証的研究においては、このようなパラダイムの下で、視覚的認知現象の体制化がど




ズ。アップされてきた。 したが って本論において も、このような観点からも瞬間視の現象を実証的
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研究を加えながら総合的に考察 した。
視覚的認知活動は、循環反応をその特色 とするために、身体的活動 ・反応 と深 くかかわっていて、
それがさらにラテラリティの問題 とも密接に関連すると考えたので、本論ではこれをパフォーマン
ス ・行動 レヴェルの現象として特に取 り上げたが、これは本論の一っの特色であると言える。
本論におけるもう一つの特色 としては、視覚的認知現象の初期相考察の方法 として、変換視の技
法を採用 していることである。認知の体制化の問題は一般に被験者や観察者の過去の経験(認 知構







本章においては、視覚的認知の初期相に関する基礎的 ・基本的問題 として4種 の課題を九っの実
証的実験によって検証 した。それらの問題 は、被刺激眼の識別能性 ・図形認知の微視的発達 ・視覚
情報の同時処理一継次処理 ・視覚情報の トップ ・ダウン処理スキーマの強度などである。 これらの
課題は、視覚的情報に関 して観察者のデータ駆動型処理を必要 とするものおよび概念駆動型処理が
優先するものから構成 されているが、 これらの情報処理ス トラテジーや視覚的循環反応のなかで、
どのように関わっているかを検証するために設定 されている。
まず視感覚データのみに依存するデータ駆動型の情報処理のみでは、やはり視覚的認知のエラー



















行 うことに成功 した。しか し部分処理スキーマを強制された場合には、視覚情報の報告に失敗する
結果、視覚的循環反応によってそのスキーマを放棄せざるを得なくなりくそれが逆に情報を全体的
に処理するスキーマに変わ らせるようなスキーマのダイナ ミズムが観察された(実 験VII、VIII、
IX)a













第6章 行動 レヴェルか らみたラテラリティ
ラテラリティの問題 は瞬間視 との関連で非常に多くの研究者の関心を呼んだ研究対象であるが、
このラテラリティは、利き手 ・利き目などの言葉から即座 に連想されるように、行動 レヴェルにお
いても、身体の一側優位性が予想される。本論においては、プロファイルの向き ・スポーッにおけ
る支持足 ・咄嵯の場合の退避(回 避)、行動 ・左側通行の優位性 ・直線歩行のズレを、研究対象 とし
てとりあげた。
幼稚園児から大学生 にいたる904名の被験者に人のプロファイルを描かせてみた結果をみ ると、





が11.6パーセ ント、右一右が5.1パーセントであった。このことは、 左手で描 いて も右向 きのプロ
ファイルが優位になるわけではないことを意味するから、空間的左向きの優位性が関わっているこ
とを示すと解釈できる(実験XV,XVI)。


























て一般には無意味や文字を刺激 として用いられる。 しか し現実には、漢字仮名混 じり文を読むのが
普通であるから、参考のためにこのような文章を用い、上下逆転眼鏡を着用す る条件 と普通読みの







本論においては、第3章 に述べた観点か ら、①再認 ・再生における認知形成の初期相、②瞬間視
レヴェル ・行動 レヴェルにおけるラテラリティの問題、③変換視における読字速度に関して、それ
らを認知の体制化の基本的問題として、実証的研究を通 して検討 した。
















ようも容易に行われ、被験者 は瞬時にうちに認知モー ドを変更 して読字することが可能なことであ
る。このような状況では時折誤読が発生する。その特徴は、視覚的変換によって生 じた文字が常態








的 アプ ローチがあ ることを指摘 し、 その代表的研究者 であるGibson,J.」.の情報 抽 出論 の要点 を
概説 した。





心理学にあっては、感覚 も知覚 も、刺激に対する反応の関係として表現された。 しかしデータの蓄
積と急速な隣接領域(生 理学、制御 と情報の科学など)との交流が進むにつれ、感覚の概念が不可
欠ということがわかり、感覚は再度復権するのである。知覚理論は学際的共通の広場で論議 される








第2編 では、 この視角に拠 って、具体的対照を認知の初期相に しぼり、その成立にかかる諸要因
を分析 し、考察を施 した。細か くは、認知の初期相の基礎的問題の分析(第4章)、 瞬間 レベルか


























面に押 し出 して、その役割の重要性を明らかにしたものであって、 これは一般法則探求の次段に求
められるべき要因探求の流れといえる。その妥当な知覚硬究の趨勢を的確に把握 し、認知心理学的
理解の必要性を実証的に示 し、体制化 ・スキーマ理論によって認知の初期相等を知覚循環 としてと
らえるなど、新 しい見解を提出 した。
第5、6章 のラテラリティ実験などには、今後一層の掘 り下げが期待される面はみられるが、総
合的にみて、23系列の実験からもた らされた結論 は、知覚研究における認知心理学的観点の重要性
を明確に示すものであり、 これらの結果と知覚循環の考察は知覚領域研究の発展に寄与ところ少な
くない。
よって本論文の提出者は、博士(文 学)の学位を授与 されるに十分な資格を有するものと認めら
れる。
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